
- 1 -

社会福祉法人精華町社会福祉協議会

平成２６年度  第１回 理事会議事録

１ 開催年月日 平成２６年５月１９日（月）

午後１時３０分～午後３時１０分

２ 開催場所  精華町地域福祉センター

かしのき苑 １階 会議室Ａ・Ｂ

３ 理事総数   １５名

４ 出席者氏名 (１２名)

  理事  前西隆次 森 修美 齊藤裕三 雲北一雄 山本正來

長谷川 悟 中畔秀昭 岩里周英 石崎照代 浅井佐知子

青木 透 村瀬由美子

  監事  森田起一 浦田善之

５ 欠席者氏名  田中智美 岩前良幸 松本勝美

６ 議事の経過要領及び議案議決の結果

日程番号１ 議長の互選について

定刻に至り、定款第１１条第４項の規定により議長に青木透理事が選任

され、議長は定款第１１条第５項に定める定足数を満たしていることを確

認した。

日程番号２ 議事録署名人の選任について

定款第１１条第８項の規定により議事録署名人に長谷川悟・村瀬由美子

両理事を指名し、議案の審議に入った。

議  長  続きまして、日程番号３、第１号議案。理事における知識経験者

の推薦について、に入らせていただきます。事務局から提案願い

ます。

事務局長  はい、議長。第１号議案。理事における知識経験者の推薦につい
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て。社会福祉法人精華町社会福祉協議会理事・評議員選出等の規

程第１条第１項の規定により別紙のとおり提案します。提案理由

といたしましては、前任者の辞任に伴い、理事・評議員選出等の

規程第１条第１項の規定により知識経験者を推薦したいためのも

のでございます。平成２６年５月１９日提出。社会福祉法人精華

町社会福祉協議会会長、岩里周英。それでは、２ページ目をご覧

いただきたいと思います。別紙１です。理事における知識経験者

の推薦について。敬称略で朗読いたします。番号１、選出区分、

知識経験者。変更後、福味加世子。変更前、浅井佐知子。任期に

つきましては委嘱日から平成２７年１０月２８日までの前任者の

残任期間とする予定でございます。それから、もう１枚お捲りい

ただきまして、３ページをご覧いただきたいと思います。先般、

浅井現理事から転居に伴いまして、本会理事を退任したいという

お申し出をいただいておりまして、予定でございますがこの後、

評議員会によります選任を経まして、後任に福味加世子さんを理

事としてお迎えしたいと考えております。３ページ目の資料を使

いまして、もう少し説明をさせていただきたいと思います。住所

地は京都府相楽郡精華町、精華町内にお住まいでございます。主

な社会的活動といたしましては、精華町人権擁護委員、並びに里

ふれあいサロン代表でございます。精華町社協における主な役職

はございません。任期につきましては、先ほど申し上げたとおり

でございます。どうか可決承認賜りますよう、よろしくお願いを

申し上げます。

議  長  はい。ただいま事務局の方から提案説明を受けましたが、質疑等

ございましたら挙手にてお願いをいたします。

      質疑ございませんか。質疑がないようですので、採決に移りたい

と思います。第１号議案につきまして、賛成の方は挙手お願いし

ます。

理  事  （全員挙手）

議  長  はい、ありがとうございました。全会一致で可決承認をします。
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続きまして日程番号４、第２号議案。平成２５年度事業報告案に

入らせていただきます。なお、監査報告につきましては、第３号

議案の後に報告をいただくことにします。事務局から提案をお願

いします。

事務局長  はい、議長。第２号議案、平成２５年度事業報告案について。社

会福祉法人精華町社会福祉協議会、平成２５年度事業報告案につ

いて別紙のとおり提案します。提案理由といたしまして定款第１

５条第１項第１号に基づき、平成２５年度事業報告案を提案しま

す。平成２６年５月１９日提出。社会福祉法人精華町社会福祉協

議会会長、岩里周英。付属資料でございます、平成２５年度事業

報告案をご覧いただきたいと思います。表紙１枚捲っていただき

ますと、目次のページとなっております。第１章から第７章まで

の構成としております。１枚更にお開きいただきまして、ここか

らが１ページとしております。まず１ページ目はローマ数字Ⅰと

しまして総括とさせていただいております。こちらにつきまして

は、全国的な傾向等も含まれておりますので、全文朗読をさせて

いただきたいと思います。地域福祉の推進主体である本会は、多

様化する福祉課題に柔軟に対応しながら、本会の基本理念である、

地域で共に助けあい支えあうまちづくりの実現を目ざして、各種

事業に取り組みました。法人運営の部門においては、新規事業や

人件費等の財源確保が困難な状況になってきていることに加えて、

各種事業を実施するうえで必須となる専門職の確保が困難な状況

を迎えています。平成２５年度についても、引き続き介護職員処

遇改善加算を有効に活用し、事業者として介護従事者等の処遇改

善に取り組み、働きがいと魅力のある職場を目ざして積極的に専

門職を確保しつつ、あわせて人材育成の観点から若手職員を中心

とする職員研修企画会議を設置し、職員研修に力を注ぎました。

また、平成２４年度から設置した理事による部会では、地域活動

の見学や福祉避難所の設置運営訓練等、部会ごとの取り組みを企

画しました。地域福祉・ボランティア活動の部門においては、活

動を推進するための主財源となる社協会員の募集に力を注いだこ

とにより、前年度の実績を３％程度上回る結果となりました。従

来から、本会の活動が地域住民の目から見て明らかなものとなる

よう啓発事業に取り組んできましたが、平成２３年度に誕生した

マスコットキャラクターを有効活用し、積極的に地域行事に参加

したことにより、本会の知名度は徐々に高まっていると思われま

す。小地域福祉委員会活動では、１５ヶ所のモデル地区の活動を
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側面的に支援するとともに、三重県で開催された全国小地域福祉

活動実践交流会を研修として位置付けて、先進事例等を学びまし

た。また、平成２５年度は、高齢や障がい、認知症等の理由によ

り、買い物等の日常生活にお困りの方を支援し、その生活を守る

ために、商店・事業所・法人等に、まちの福祉サポート店として

協力を呼びかけ、総合的な福祉のまちづくりを推進しました。さ

らに、平成２５年度は、介護者家族の会や認知症キャラバン・メ

イト連絡会が発足したことにより、それぞれの会の運営をサポー

トしました。高齢者等支援事業の部門では、介護予防ケアマネジ

メント業務が前年度から５％程度増加しました。あわせて、他事

業所の専門職から支援困難事例や高齢者虐待が疑われる事例等の

相談が寄せられており、専門機関と相談する機会が増え、同時に

職員の専門性や能力が、より問われる時代になっています。本会

では、地域住民や他事業所の専門職等からの相談に対して、丁寧

かつ迅速に対応することを心がけました。介護保険事業等の部門

では、例年どおり、介護保険事業及び障害者居宅介護事業を実施

しました。重点事業として位置づけた事業の中でも、特に認知症

型通所介護等事業については、営業時間や食事、レクリエーショ

ン内容、啓発方法等を見直し、同時に取り組みの透明化を推進し

た結果、前年度比２５％増加の利用実績となりました。また、同

じく重点事業として位置づけた訪問介護事業についても、特定事

業所加算を算定し、ホームヘルパーごとの研修計画を作成する等、

専門職のスキルアップに努めた結果、前年度比１１％増加の利用

実績となりました。特に介護保険事業が好調であった一年と捉え

ております。ただし一方では、介護保険事業だけでは住民の生活

というのは成り立たないということから、更に地域福祉を進めな

ければならないわけでございますが、部分的には京都府等の公的

資金を活用しながら認知症の方、高齢の方、また障がいのある方

等をサポートする体制に着手していった一年であると考えており

ます。それから２ページにつきましては、ローマ数字のⅡといた

しまして、法人運営の部門を報告させていただいております。１

番は理事、監事、評議員の構成となっております。３月３１日現

在でございますが、定数の中、評議員に１名欠員が生じておりま

すが、出来るだけ速やかにこの欠員についても補充してまいりた

いと思っております。２番、理事会の開催状況ですが、平成２５

年度は６回の開催でございます。議案につきましては記載のとお

りです。３番目、評議員会の開催状況ですが、２ページから３ペ

ージに渡りまして、年度中３回の開催となっております。４番、
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法人監査の実施です。平成２４年度事業報告及び収支決算の内容

を監査していただくために監事２名による監査を行いました。平

成２５年５月８日の開催でした。以下、各種会議等を記録させて

いただいております。それから８番目が職員の構成となっており

ます。全体数で申しますと増加の傾向となっておりますが、いわ

ゆる常勤職員につきましては減少傾向、その割合が非常勤の方に

傾いているという傾向が出ております。それから４ページに移り

まして、１０番の防災対策のところの（２）をご覧いただきたい

と思います。新たな取り組みといたしまして、福祉避難所設置運

営訓練を報告させていただきます。本会デイサービスセンターは

災害時福祉避難所として指定されているため、要配慮者を受け入

れるための災害時福祉避難所設置運営訓練を行いました。訓練に

より受け入れマニュアルの必要性や不足する備品等が把握できた

ため、今後は順次整備していく必要があると思っております。実

施日、内容につきましては記載のとおりです。それから１１番目、

福祉サービス苦情解決事業の実施でございます。平成２５年度の

寄せられた苦情については合計で２件となっております。例年の

傾向から見てみますと少ないという傾向が出ているかと思います。

内容につきましては、いずれも介護保険事業に関するものでござ

いまして、デイサービス利用者家族へメモ書きを置いていたわけ

ですが、そのメモ書きの電話番号に記載誤りがあったというよう

な苦情と、それから介護保険制度の中の利用者負担額の限度額と

いうものがございまして、その限度額管理に関することで、合計

２件苦情が寄せられました。この両件とも担当者及び責任者の方

で対応をさせていただいておりまして、現在は終息しております。

次に５ページに移りましてローマ数字のⅢ、地域福祉の推進です。

加齢や障がい等様々な生活上の不都合を抱えた人々がその人らし

くできる限り住みなれた地域で安心して暮らすことを実現するた

めには、高齢や障がい等の領域を問わず、分野を超えるような問

題に対応できる体制づくりが必要です。また人間関係が希薄化し、

地域社会から疎外されている人々の問題はますます潜在化してい

ることから、支援の必要な人を支えようとする地域社会の構築と、

地域住民の協力が必要です。これらの理由から本会が持つ公益性

と地域福祉推進の専門性を活かし、地域住民と協働できる仕組み

づくりと啓発事業に重点を置いて、各種取り組みを推進しました。

また平成２５年９月に発生した京都府豪雨災害では、災害時相互

支援協定に基づいて南丹市災害ボランティアセンター等へ職員を

派遣し、被災者支援活動を行いました。この中では重点事業であ
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ります２番をご覧いただきたいと思います。会員募集及び会費の

納入依頼のところです。６ページの上に実績を掲げておりまして、

平成２５年度実績のところをご覧いただきたいと思いますが、普

通会員が３，９８８名で前年度から８８名の増加。賛助会員につ

きましては残念ながら１名減となっております。法人会員につき

ましては６０社。前年度から５社上積みをしておりまして口数で

申し上げますと、合計口数は４，４３８口という結果になってお

ります。前年度と比較いたしますと１３６口分のプラスとなって

おります。それから少し飛ばしまして７ページをご覧いただきた

いと思います。こちらも重点事業として１年間取り組みましたサ

ロン活動支援事業です。地域住民の参加協力のもと、自治会集会

所等を活用し、家に閉じこもりがちな高齢者や要介護状態になる

恐れのある高齢者に対し、社会的孤立感の解消や介護予防を図る

とともに、高齢者の生きがいと社会参加の促進を図ることを目的

として２７ヶ所の自治会でふれあいサロンが開催されています。

本会では、ふれあいサロンの立ち合げ支援をおこなった結果、平

成２５年度は新たに１ヶ所のふれあいサロンが増えました。平成

２５年度中の立ち上げには至らなかったものの、複数の自治会で

説明等を行い、次年度には更に複数のふれあいサロンが立ち上が

るものと思われます。また地域住民が主体的に実施するふれあい

サロンの活動を支援するために、担当職員や看護師、音楽療法士

等を派遣するとともに、レクリエーション機器の貸し出しを行い

ました。こちらは平成２５年度の事業報告ということで、具体的

には入れておりませんが、この４月、平成２６年４月には桜が丘

四丁目で新たにふれあいサロンが始まりました。また今月、５月

からは山田の方で新たにふれあいサロンが始まるということを事

前にお聞きしておりまして、これら年度当初に２ヶ所のふれあい

サロンが新たに始まるということの、原因と言いますか、きっか

けの一つとしましては、前年度、私共の方が未設置の自治会に積

極的に働きかけをさせていただいた、その効果が今出てきている

のかと考えているところです。それから少し時間の関係で飛ばさ

せていただきますが、９ページをご覧いただきたいと思います。

１１番の福祉サービス利用援助事業です。こちらも重点事業とし

て位置付けをしています。判断能力が不十分な認知症高齢者や知

的障がい者等に対して、日常的な金銭管理や預貯金通帳等の預か

りサービスを行いました。京都府独自の取り組みとして利用料減

免制度が設けられたため、利用者が増加傾向です。今後は利用者

増加に備えて生活支援員を増員する必要があります。この事業に
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つきましては、契約並びに計画の作成につきましては、専門員と

呼ばれています常勤の職員が対応しておりますが、実際に利用者

のお宅へ行って、またそこから預貯金の払い出し、振込等を行う

のは生活支援員と呼ばれる非常勤職員が対応しております。今後

利用者数の増加に備えて、この生活支援員を増員させていく必要

があると事務局では考えております。それから一つ飛ばしまして、

１３番、まちの福祉サポート店事業、新規の重点事業です。商店

や事業所、企業と連携を図り認知症高齢者等の見守りや買い物等

をサポートする体制を構築することを目的として、平成２５年度

からまちの福祉サポート店事業を実施しました。具体的には買い

物困難者の支援や宅配業者等による見守り、安否確認、従業員に

対する認知症サポーター養成講座、募金箱の設置等の取り組みを

呼びかけ、登録店には目印として店頭にステッカーと卓上ミニの

ぼりを掲げていただきました。また、まちの福祉サポート店のパ

ンフレットを作成し、各企業等のサポート内容を周知するととも

に、町ぐるみの取り組みとして総合的な福祉のまちづくりを目ざ

しました。皆さま方もご存知のとおり、昨年度新規で始めた事業

でございますが、年度末の時点で７８ヶ所の企業様から登録、協

力をいただいております。次に１４番目、認知症予防事業です。

新規事業です。精華町内の高齢者が健康を維持し、生活がより活

性化することで認知症を予防し、住みなれた地域でより豊かに過

ごすことを目的として、１０月から６ヶ月間、私立すなどめ学園

と称して認知症予防事業を実施しました。事業の開始前後に認知

能力チェックとストレス度チェックを試験的に実施した結果、事

業に参加した方は相対的に認知能力の向上が確認されました。試

験的な事業であったため、平成２５年度末をもって事業を終了し

ましたが、参加者には地域で実施されている認知症カフェやふれ

あいサロン、ボランティア活動等に参加していただくよう、情報

を提供しました。実人数は１２名のご参加でした。延べ参加者数

は１３８名でした。それから大きなローマ数字Ⅳのボランティア

活動の推進でございます。こちら９ページから１０ページに渡り

まして報告させていただいております。概ね例年通りでございま

す。ボランティアセンターの設置。それから運営委員会の開催、

グループ助成等でございました。ちなみに４番目、ボランティア

登録受給調整等の中で登録という欄がございますが、平成２５年

度は５３７名のボランティア登録を受け付けしております。ちな

みに平成２４年度の実績が５６０名でございましたので、やや減

少傾向が表れているということで、後ほどまた監査報告もあるか
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と思いますが、ボランティア活動の方、もう一度力を注がなけれ

ばならないような状況を迎えていると言えます。それからローマ

数字のⅤ、高齢者、障がい者、介護者支援事業です。１番の包括

的支援事業でございますが、こちらは地域包括支援センターと呼

ばれるセクションで実施している事業でございます。１１ページ

に業務実績を掲載しておりますので、こちら実績の数値をもって

ご報告させていただきたいと思います。まず①としまして、介護

予防ケアマネジメント業務。５パーセントほど、前年から実績が

増加しております。これは現在も増加傾向を辿っておりまして、

精華町内におきまして要支援者が増えているということを意味し

ております。次に②総合相談支援業務です。こちらの方は利用者

数が前年度から５０名近く増えております。対しまして相談の回

数が１００回以上減っているという結果になっておりますが、注

釈を下につけさせていただいておりまして、この平成２５年度か

ら相談延べ回数のカウントの方法を変更させていただいておりま

す。従来、平成２４年度までは私共の職員、相談員から電話をし

たのもその相談支援業務としまして、カウントをさせていただい

ておりましたが、この平成２５年度からは住民の皆さま方から、

お電話や窓口に寄せられたその相談を純粋にカウントさせていた

だいておりまして、実質的には実利用者、延べ利用者ともに増加

しているものと捉えております。それから③の権利擁護相談業務。

実人数につきましては前年度と同じですが、延べの回数としまし

て大きく増加しております。これは非常に複雑化してきていると

いうことから、同じお一人の利用者の方であっても何度も担当の

職員が足を運ぶということが増えてきております。④の高齢者虐

待でございます。前年度、実績上記録はございませんでした。平

成２５年度につきましては、虐待通報が３件ございました。これ

に対応するためケース会議を３回ほど、その３名の方々ごとに１

８回もたせていただいております。それと特徴的なものといたし

まして、この高齢者虐待が虐待している方が認知症であるという

特徴が出てきておりまして、ここで実人数３名となっております

が、３名中２名が加害者側が認知症の方。ご家族が加害者側では

なくて、認知症の方がご家族に暴力等を振るっておられるという

特徴が出てきております。それから⑤といたしまいて、包括的継

続的ケアマネジメント支援業務。アの困難事例相談。こちらは前

年度４名から今年度１３名で大きく増加しております。イの地域

ケア会議につきましては、平成２５年度の途中から規則を整備い

たしまして、年度末でございましたが２名支援困難事例の対応を
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目的といたしまして地域ケア会議を開催しております。それから

⑥の地域包括支援センター出張セミナーです。こちらも前年度の

実績を大きく上回ってきております。全般的に業務の方が増えて

きているという傾向が出てきておりまして、かつその一つ一つが

複雑化してきているような印象ももっております。それからこの

区分におけます各種事業の実績につきましては１２ページの下に

表としてまとめさせていただいておりますので、こちらまたご覧

いただきたいと思っております。それから１３ページに移ります。

ローマ数字のⅥ、児童を対象とした事業としまして、こちらは毎

年同じでございますが、夏休み地域児童福祉活動の助成事業や精

華町内の育児サロンへの支援、それから学校で取り組んでおられ

ます福祉体験学習への協力を中心として進めさせていただきまし

た。最後になりますが、ローマ数字のⅦ介護保険事業、障害者居

宅介護等事業です。一つ目の指定居宅介護支援事業を重点事業と

して一年間、取り組みをさせていただきました。また１４ページ

に記載されております２番から５番までの事業につきましても、

いずれも重点事業として実施させていただきました。その実績に

つきましては１５ページをご覧いただきたいと思います。１番最

後に利用実績の表をご用意させていただいております。１番の指

定居宅介護支援事業です。前年度と比較いたしますと、僅かでご

ざいますが延べ人数で９名の減少となっております。それから２

番の訪問介護事業、ホームヘルパーの事業ですが前年度からプラ

ス１，１９０回の増加という非常に増加傾向と言いますか、著し

く増加した事業でございました。それから３つ目の予防訪問介護

事業ですが、こちらも前年度と比較しましてプラス１７８回の増

加となっております。従いまして介護の方も要支援の方も訪問介

護、ホームヘルパーのニーズが多かった年という結果になってお

ります。次に４番目の通常規模型通所介護事業です。こちらは前

年度と比較しますと、延べ利用回数でマイナス１２２回という結

果になっております。全体の数から申しますと、ほぼ横ばいかな

と考えております。５番目の認知症型通所介護等事業ですが、前

年度と比較いたしますと延べ利用回数がプラス４７０回と大幅に

増加しております。後ほどまた決算書のご説明をさせていただき

たいと思いますが、こういった訪問介護及び認知症型の通所介護

の利用実績が増えたことによりまして、事業計画上の実績ももち

ろんでございますが、決算上の数字も介護事業の方が好調であっ

たという結果になっております。一方６番の介護予防通所介護事

業、要支援の方のデイサービスでございますが、前年度からマイ



- 10 -

ナス５８８回、延べ回数で減少しております。こちらの方は減少

の一途を辿っておりまして、何らかの策を講じたいと思っている

ところでございます。以上重点事業や新規事業等を中心に平成２

５年度の事業報告をさせていただきました。どうか可決承認賜り

ますよう、よろしくお願いを申し上げます。

議  長  はい、ありがとうございました。それでは、ただいま事務局の方

から事業報告の説明を受けましたが、質疑等ございましたら挙手

にてお願いをいたします。

      質疑ございませんでしょうか。ないようですので、採決をしたい

と思います。第２号議案につきまして、賛成の方は挙手お願いし

ます。

理  事  （全員挙手）

議  長  はい、結構です。全会一致により可決承認をします。続きまして

日程番号５、第３号議案平成２５年度収支決算案について、入ら

せていただきます。事務局から提案願います。

事務局長  はい、議長。第３号議案。平成２５年度収支決算案について。社

会福祉法人精華町社会福祉協議会平成２５年度収支決算案につい

て別紙のとおり提案します。提案理由といたしまして、定款第１

５条第１項第１号に基づき、平成２５年度収支決算案を提案しま

す。平成２６年５月１９日提出。社会福祉法人精華町社会福祉協

議会会長、岩里周英。それでは事前に送付させていただきました

書類をご覧いただきたいと思いますが、まず新しい試みといたし

まして、従来は収支決算書だけをいつも作成しまして、これをも

って役員の皆さま方にご報告をさせていただいておりましたが、

今年度と言いますか、今回から前年度決算の概要という資料をつ

けさせていただいております。従いまして、こちら平成２５年度

決算の概要案の資料と収支決算書の両方を見ていただきながら、

ご説明をさせていただきたいと思います。まず収支決算書の方で

ございますが、全体像を捉えていただきたいと思いますので、表

紙１枚を捲っていただきたいと思います。こちら上段が平成２５

年度一般会計資金収支一覧表となっております。下段が公益事業

会計の資金収支一覧表となります。全体で申しますと一般会計の

決算額でございますが、単純差引でございます。上から４段目の

ところ、当期収支差というところをご覧いただきたいと思います

が、一般会計の方ではプラスの１２，０５４，４０１円という結

果になっております。対しまして公益事業会計の資金収支一覧表

でございますが、当期収支差の決算額はマイナスの７６４，６２

０円となっております。単純に一般会計と公益事業会計の両方を
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合算しますと、平成２５年度一年間はプラスの１１，２８９，０

００円あまりのプラス決算、黒字決算という形となっております。

参考までに平成２４年度の決算状況を申し上げますと、マイナス

５，８４０，０００円という結果でございまして、大きく収支が

黒字の方に傾いた１年であったと捉えております。更にもう１枚

決算書の方で捲っていただきますと、左側のページに少し見にく

いと思いますが、会計単位ごとに経理区分がございますので、そ

の経理区分ごとの収支状況を一覧でまとめさせていただいており

ます。一番左側、経理区分というところで一般会計には８つの経

理区分がございます。対しまして公益事業会計の方、３つの経理

区分から構成されております。一番右端の収支差というところを

ご覧いただきますと、それぞれの経理区分ごとにプラスであった

のか、マイナスであったのかというところを一覧してご覧いただ

けるかと思います。それでは細部につきましては決算概要の資料

を使いまして、ご説明をさせていただきたいと思いますので、ま

ことにお手数ですが平成２５年度決算の概要をご覧いただきたい

と思います。この資料につきましては、精華町社会福祉協議会の

平成２５年度決算の概要について取りまとめたものとしてご理解

を賜りたいと思います。まず大きな１番、一般会計の部でござい

ます。収入決算額が２０６，９５２，８２９円という結果でした。

支出の決算額が１９４，８９８，４２８円という結果でした。収

支差額につきましては、先ほど申し上げましたように一般会計で

は１２，０５４，４０１円という結果でございました。（１）の

収入内訳ですけれども、先ほども触れました８つの各経理区分、

それごとに収入の状況を前年度比較で表したものをご用意させて

いただきました。基本的には①の法人運営と⑧の施設管理以外に

つきましては、ほぼ収入が増えたという状況となっております。

細目でございますが、（２）としまして収入の特徴及び傾向でご

ざいます。こちらにつきましては決算書本編と併せてご覧いただ

きますと、より分かりやすくなるかと思います。以降につきまし

ては２７ページからの説明とさせていただきたいと思っておりま

す。概要の方を朗読いたします。①会費収入です。２７ページを

ご覧いただきたいと思います。会費収入が５年ぶりに前年度実績

を上回りました。先ほど事業報告でも触れましたように、９８，

０００円の増加という結果でございました。②寄付金収入です。

一般寄付金は例年並みの水準でした。指定寄付金は２件、６２８，

０００円あり、どちらも通所介護事業への指定寄付でした。寄付

者の意向をふまえて通所介護利用者のためのマッサージチェアー
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や歩行器等を購入しました。③補助金収入です。京都府の補助事

業である、高齢者見守り隊事業において大きく補助金収入が減少

しました。金額は１，２３３，０００円。前年度から減少してお

ります。補助基準が年々厳しくなってきているため、当初の予測

を大きく下回りました。また京都府が実施しております電力弱者

支援事業については、実施団体が市町村民生児童委員協議会に一

本化されたことから本年度は補助金を受けておりません。④助成

金収入です。京都労働局が実施する試行雇用奨励金１２０，００

０円の期限が前年度に終了したため、この助成金収入がありませ

んでした。京都府社会福祉協議会から災害ボランティア活動推進

事業助成６０，０００円を受けて、福祉避難所設置運営訓練を実

施しました。⑤受託金収入です。前年度は第３次精華町地域福祉

活動計画を策定するにあたり、精華町から地域支援ネットワーク

強化事業受託金２，４８８，０００円を得ていましたが、計画づ

くりが終了したため、本年度の受託はありませんでした。自殺予

防対策事業１９９，０００円についても、単年度事業であったた

め本年度の受託はありませんでした。本年度は地域包括ケア総合

受託金を得て、認知症予防事業１，２６０，０００円及びまちの

福祉サポート店事業１，１３４，０００円を実施しました。一方

京都府社会福祉協議会からの受託金については福祉サービス利用

援助事業において利用実績の増加及び勘定科目の組み換えによっ

て収入が２９６，０００円増加しております。⑥事業収入です。

こちらは決算書２７ページから２８ページに渡ってでございます

が、福祉サービス利用援助事業の利用料収入については勘定科目

の組み換えによって収入が２４３，０００円減少しています。⑦

共同募金配分金収入です。赤い羽根募金の配分金が８１，０００

円減少した一方で、歳末助け合い募金の配分金が１４１，０００

円増加しました。⑧負担金収入です。高齢者生きがい活動支援事

業については利用者の増加に伴い利用者負担金が３６，０００円

増加しました。一方通所介護利用者負担金並びに予防通所介護利

用者負担金は利用者数の減少に伴い、どちらも利用者負担金が減

少しました。また認知症型通所介護利用者負担金については、利

用者数は大幅に増加したものの、昼食提供業者を変更し、１食あ

たりの食費を６００円から４８０円に引き下げたため収入が減少

しました。⑨介護保険収入です。介護保険事業については全体的

に好調であったため前年度と比較して８，９６２，０００円の収

入増加でした。その要因としては予防訪問介護が５５８，０００

円の収入増加。訪問介護が４，９５９，０００円の収入増加、認
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知症型通所介護については本年度から介護者家族の負担軽減を目

的として通所介護の時間を１時間延長し基本単価が上昇したこと、

及び利用者数が大幅に増加したことに伴い８，０４１，０００円

の収入増加となったことが挙げられます。一方標準型通所介護に

ついては前年度実績を少し下回ったことから、８０，０００円の

収入減少となりました。更に予防通所介護事業については前年度

実績を大きく下回ったことから、３，９２０，０００円の収入減

少となりました。その他の事業収入として介護職員の処遇改善の

ための補助金がありましたが、前年度５月末までの実施であった

ため本年度の収入はありませんでした。なおいずれの事業も公費

負担金収入が前年度実績を上回る結果となり、低所得世帯の増加

や低所得高齢者の介護ニーズ増加が明らかとなっています。今後

は必要なサービスであっても利用料の支払いを心配することによ

る利用控えが生じないように、必要なサービスを適切に利用して

いただけるよう公的なサービスに限らず低所得者に対する利用料

の減免制度等を拡大する必要があると思われます。⑩自立支援費

等収入です。利用者数は前年度と同数でしたが、利用者の内１名

が年度途中に満６５歳を迎えられ本事業の利用対象者から外れ、

介護保険制度の利用対象者になられたことに伴い、前年度から１，

７７５，０００円の収入減少となりました。その他の事業収入と

して介護職員の処遇改善のための補助金がありましたが、前年度

５月末までの実施であったため、本年度の収入はありませんでし

た。⑪事業等収入。こちらは２９ページでございます。地域福祉

活動基盤強化事業として京都府市町村社会福祉協議会連合会から

８０，０００円の補助を受け、まちの福祉サポート店との協働事

業を実施しました。⑫雑収入です。平成２５年９月に発生した京

都府豪雨災害の被災地支援として被災地域へ職員を派遣したこと

により、京都府市町村社会福祉協議会。失礼しました。こちら連

合会が抜けております。京都府市町村社会福祉協議会連合会から

費用弁償を受けました。訂正させていただきます。⑬受取利息配

当金収入です。こちらは決算書の３１ページとなっております。

基金等の利子収入を得ています。収入は例年どおりですが、平成

２７年３月にボランティア基金、現在は利付国債１０年を保有し

ております。このボランティア基金が満期を迎えるため、平成２

７年度以降の運用方法を検討する必要があると思われます。一般

会計の収入につきましては以上となります。概要説明書の４ペー

ジをお開きいただきたいと思います。（３）支出内訳でございま

す。こちらは先ほどの収入に対しまして、経理区分ごとの支出内
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訳を前年度比で表したものとなっております。次に（４）支出の

特徴及び傾向です。①の人件費支出です。こちらは決算書で言い

ますと２９ページからとなっております。常勤職員１３名と非常

勤職員５４名の人件費です。本年度の人件費総額は１１７，６１

８，０００円で前年度と比較すると５，６６８，０００円の支出

減少となりました。主な理由としては、前年度末に３名の退職が

あり常勤職員の平均給与が下がったこと、及び本年度は常勤職員

が育児休暇や病気休暇等を取得したことにより、常勤職員の給与

支払総額が下がったことが挙げられます。前年度と比較いたしま

すと、マイナスの７，５８１，０００円という結果になっており

ます。一方介護保険事業の利用者数が増加したことに伴い、非常

勤職員の給与総額は前年度から３，６９８，０００円増加しまし

た。②の事務費支出です。本年度の事務費は１０，６１１，００

０円でした。前年度と比較すると約１０パーセントにあたる１，

１９８，０００円の支出減少となりました。事務費の大部分はデ

イサービスセンターの維持管理費ですが、電気料金の値上げと利

用者数増加により水道、光熱費は９パーセントの増加となったも

のの、修繕費が６０パーセント以上の減少となったことが経費削

減の主な原因と考えられます。引き続き経費削減に努めますが、

デイサービスセンター設立から９年が経過し、空調設備や温水機

器等が故障していることから、利用者の通所生活に支障が生じな

いよう、今後は大規模修繕や設備の充実も視野に入れて、施設を

運営する必要があると思われます。③事業費支出。こちら決算書

の２９ページから３０ページに渡ってでございます。本年度の事

業費は２４，９３９，０００円でした。前年度と比較すると８９

２，０００円の支出増加となりました。ノートパソコンの入れ替

え並びに認知症予防事業及び通所介護事業において使用する運動

機器等を整備したため、器具什器費は前年度と比較して２，４３

９，０００円増加し、重点事業の啓発及びまちの福祉サポート店

事業のパンフレット作成等により広報啓発費は前年度と比較して

１，０５９，０００円増加しました。なお、前年度は第３次精華

町地域福祉活動計画を策定するために、専門業者に調査業務等を

委託しましたが、前年度末にこの業務が終了したため、業務委託

費については前年度から３，１０１，０００円減少しました。ま

た、給食費については通所介護事業の昼食を値下げしたことによ

り、前年度から７４７，０００円減少しました。④助成金支出で

す。本年度の助成金支出は４，７７２，０００円でした。前年度

と比較すると約１２パーセントにあたる６６１，０００円の支出
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減少でした。主な理由としては京都府の補助事業である高齢者見

守り隊事業の補助基準が厳しくなったことにより、本会を通じて

地域の各福祉団体に助成金を支出することが出来なかったことが

挙げられます。本会が重点施策として掲げている小地域福祉委員

会等の地域活動は引き続き拡充の方針であるため、今後はその財

源を確保するための努力と工夫が必要と思われます。⑤負担金支

出です。本年度の負担金支出は２６４，０００円でした。前年度

と比較すると約４０パーセントにあたる１７７，０００円の支出

減少でした。⑥減価償却費です。こちらは決算書の３０ページと

３１ページにも関連項目がございます。本年度の減価償却費は１

０，９６７，０００円でした。減価償却費相当額として本年度は

財政調整基金に１０，８３４，０００円積立させていただきまし

た。以上が一般会計の部でございます。決算書の中の３３ページ

から５５ページまでは各経理区分の内訳表となっておりますので、

時間の関係もございますので、省略をさせていただきたいと思い

ます。従いまして５６ページをご覧いただきたいと思います。こ

ちらが一般会計の部の貸借対照表となっております。主なところ

だけご説明をさせていただきたいと思います。左側資産の部の中

の固定資産でございます。１の基本財産の２段下、建物があるか

と思います。こちらはデイサービスセンターでございますが、当

年度末の固定資産の額として２００，４２５，５７６円となって

おります。前年度から１０，７００，０００円程度資産価値の減

少ということになっております。対しましてローマ数字のⅡのそ

の他の固定資産といたしましては、車両運搬費や器具、備品等で

若干資産価値が目減りしていますが、一番下のところにございま

す財政調整基金積立預金のところで、当年度末が１０６，６２６，

０００円あまりということで、今ほど申し上げました１０，８３

４，０００円積み上げさせていただいたものを貸借対照表に表記

させていただいております。続きまして概要説明書の方の５ペー

ジに移りまして、公益事業会計の部に移らせていただきたいと思

います。全体の収入決算額は６６，５７７，７３２円でした。支

出の決算額が６７，３４２，３５２円でした。収支差額としまし

ては、マイナスの７６４，６２０円という結果でした。収入の内

訳で見てみますと、その下（１）の表をご覧いただきたいと思い

ます。公益事業会計は３つの経理区分から構成されていますので、

その収入を前年度実績と併せてご報告させていただいております。

６ページをご覧いただきたいと思います。（２）収入の特徴及び

傾向です。①受託金収入。こちらは決算書で言いますと、６７ペ
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ージとなっております。本年度の受託金収入は２７，５６１，０

００円でした。前年度と比較すると１，２１６，０００円の収入

増加でした。地域包括支援センター事業の受託金が前年度から１，

７６２，０００円増加したためです。②事業収入です。本年度の

事業費収入は３，４５７，０００円でした。前年度と比較すると

３２７，０００円の収入減少でした。軽度生活援助事業並びに寝

具洗濯乾燥消毒サービス事業の廃止に伴い前年度から収入が減少

しました。③介護保険収入です。本年度の介護保険収入は３５，

５５８，０００円でした。前年度と比較すると４４７，０００円

の収入増加でした。内訳では居宅介護支援事業の収入が利用者減

少に伴い前年度から３０４，０００円収入が減少しましたが、一

方介護予防プランの収入が利用者増加に伴い前年度から７５２，

０００円増加しました。次に（３）支出の部の内訳です。前年度

の実績と対比させていただております。（４）がその支出の特徴

及び傾向としてまとめさせていただいております。①人件費支出

です。こちらは決算書の６７ページから６８ページに渡って説明

というか、表記させていただいております。常勤職員７名と非常

勤職員１０名の人件費です。本年度の人件費総額は４８，９６９，

０００円で前年度と比較すると１，６９６，０００円の支出減少

となりました。前年度末に１名の定年退職があったため、常勤職

員の人件費支出が減少し、その補充として非常勤職員を１名増員

したため、非常勤職員の人件費支出は前年度から増加しました。

②事業費支出です。本年度の事業費は１５，９００，０００円で

した。前年度と比較すると４１１，０００円の支出減少となりま

した。今年度は通所型介護予防事業の講師派遣回数を見直したこ

とにより、諸謝金収入は前年度から２０７，０００円減少してお

ります。ノートパソコンを入れ替えたことにより、器具什器費は

前年度から２５２，０００円増加しました。また業務委託費並び

に実費弁償費については事業の廃止に伴い、前年度から支出が減

少しました。以上が概要でございまして、残り決算書の方でもう

少し説明させていただきたいと思いますが、決算書６９ページか

ら７８ページまでは先ほどと同じように、それぞれ内訳表という

位置付けでございますので、時間の関係で省略をさせていただき

たいと思います。従いまして、７９ページをご覧いただきたいと

思います。７９ページが公益事業会計の貸借対照表となっており

ます。例年と大きな変更点はございません。冒頭申しましたよう

に、単純差引がマイナスでございましたので、その分貸借対照表

にもマイナスが、資産の部で目減りしていることがご確認いただ



- 17 -

けるかと思います。更に１枚捲っていただきますと、８０ページ

が法人全体の財産目録となっております。大きな単位で申します

と、１番、資産の部の中の１番、流動資産というところがござい

ます。流動資産の合計が１９２，５６１，４５９円となっており

ます。２番目の固定資産というところでございます。固定資産合

計は３６０，２１０，０８２円。これら資産を合計いたしますと

５５２，７７１，５４１円となっております。対しまして負債の

部といたしまして、流動負債が１１，５２７，８０３円となって

おりますので、正味の差引でございます。差引正味財産が５４１，

２４３，７３８円という結果になっております。最後になります

が８１ページに平成２５年度の固定資産物品明細を添付させてい

ただいております。例年と変更と言いますか、新たに平成２５年

度取得したものが一番下にございますマッサージチェアー１台、

２１７，５００円でございますが、指定寄付により取得したもの

でございまして、新たに１点追加をさせていただいておりますこ

とをご報告申し上げます。以上が平成２５年度収支決算の概要並

びに決算状況ということでございますが、去る５月９日に森田監

事並びに浦田監事に平成２５年度の事業報告及び収支決算に関し

まして監査をいただいております。本日お手元にご用意いたしま

した監査結果概要報告が１枚ものをご用意させていただいたかと

思いますが、その時に４点ほど注意事項と言いますか、今後気を

付けて業務を進めていくべき点をご意見いただいております。こ

の場で事務局の方から内容につきまして、ご説明をさせていただ

きまして、後ほど監査結果につきましては監事からお願いしたい

と思っております。それではまず一点目でございますが、①福祉

授業は学校予算で対応すべきであり、共同募金の性格から配分金

を学校に対して助成するのは適切かどうか検討してほしい。同様

に共同募金を財源として福祉施設にＡＥＤの助成を行っているが、

一定の収入のある福祉施設に対して助成するのは適切かどうか検

討してほしい。②福祉サービス利用援助事業については、他人の

通帳を預かってお金を引き出す等、不正が行われやすい事業であ

る。万が一、不正が起これば社協の信頼に大きく関わることなの

で、今後も不正がないように十分注意すること。③精華町におけ

るボランティア活動があまり活発ではないように感じられる。原

因の一つとしてボランティアを支援するコーディネーターの役割

が弱いのではないか。社協としてもっと力を入れていくべきでは

ないのか。④介護保険事業について、近隣の事業所との比較はで

きているのか。町の補助金に頼れない現状では、介護保険事業で
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収益を上げていくことが求められる。今後も引き続き収入を増や

していくよう努力すること、と言うことで、監査の結果としまし

て監事からこういった意見が出されておりますので、この場をお

借りしまして理事の皆さま方にご報告を申し上げます。それでは

私からご提案をさせていただきたい平成２５年度収支決算につい

て可決承認賜りますようよろしくお願いを申し上げます。

議  長  はい、ありがとうございました。続きまして、森田監事の方から

監査報告をお願いします。

森田監事  それでは、監事監査報告をさせていただきます。先ほど監査結果

概要報告ということで５月の９日に浦田さんと一緒に監査を実施

しました。その中で、こうした検討項目、引き続いて努力をされ

てはという項目が、指摘と言いますか意見をさせていただいたと

ころでございます。まあしかしながら、概ね全体としては適正に

処理をされているというふうに認めます。それではあの、監事監

査報告書の朗読をもって監査に替えさせていただきます。監事監

査報告書、平成２６年５月９日。社会福祉法人精華町社会福祉協

議会会長、岩里周英様。平成２５年度の社会福祉法人精華町社会

福祉協議会の事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書

については、関連する法令及び通知に従った監査の結果、規則に

準拠し適正に処理をされていることを認めます。監事、浦田善之。

同じく監事、森田起一です。以上です。

議  長  はい、ありがとうございました。それでは今２５年、平成２５年

度の収支決算並びに監査報告がございましたので、この２件いず

れも関連しますので、質疑ある方については挙手をお願いします。

      質疑ございませんか。かなり盛りだくさんの内容ですのでね。そ

れでは、ないようですので、第３号議案につきまして賛成の方は

挙手願います。

理  事  （全員挙手）

議  長  はい、ありがとうございました。全会一致により可決承認します。

続きまして日程番号６、第４号議案平成２６年度一般会計補正予

算（第１号）について、入らせていただきます。事務局から提案

願います。

事務局長  はい、議長。第４号議案。平成２６年度一般会計補正予算（第１

号）について。定款第２９条に基づき、平成２６年度一般会計の

補正予算について別紙のとおり提案します。提案理由といたしま

しては、１、平成２６年４月に職員の採用並びに職員の人事異動

を行ったことに伴い、一部の経理区分において職員の人件費に変

更が生じたため。２、精華町から認知症予防を目的とするための
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事業、及び認知症高齢者等の見守り体制などを構築するための事

業に関する業務委託を受ける予定であるため。３、平成２５年度

の会計監査が終了したことに伴い、各経理区分の前期末支払資金

残高を改めたいため、のものでございます。平成２６年５月１９

日提出、社会福祉法人精華町社会福祉協議会会長、岩里周英。そ

れではこちら２ページ目の資料をご覧いただきたいと思います。

第４号議案説明書と右上に書かれた資料でございます。こちらの

方が平成２６年度地域包括ケア総合交付金事業の案でございまし

て、先ほど１ページ目の提案理由で２つ目の理由として掲げてい

るものの説明資料とさせていただきたいと思います。京都府地域

包括ケア総合交付金事業として平成２６年度は次の２つの事業を

計画しています。まず１点目でございます。精華町まちの福祉サ

ポート店事業です。これは平成２５年度からの継続事業という位

置付けでございます。朗読いたします。平成２５年度から精華町

まちの福祉サポート店事業として企業等に対して次の取り組みを

呼びかけたところ、７８ヶ所から登録、協力をいただくことがで

きました。２年目にあたる平成２６年度は更にサポート店を募集

するとともに、この取り組みが形骸化しないよう、サポート店の

従業員を対象として認知症の方に対する接し方や、車いすの介助

方法等の研修、認知症徘徊模擬訓練等を実施し、町ぐるみの取り

組みとして総合的な福祉のまちづくりを目ざしたいものです。活

動例といたしましては、買い物困難者のサポート、宅配業者のサ

ポート、宅配業者等による見守り、安否確認。認知症サポーター

養成講座の受講。募金箱の設置等でございます。実施の期間でご

ざいますが、平成２６年６月から平成２７年３月までを予定して

います。必要経費でございますが合計４１６，０００円を見積も

っております。内訳につきましては、記載のとおりでございます。

こちらが１つ目の事業でございます。次に３ページ目をご覧いた

だきたいと思います。２、暮らしのサポートコーディネーター設

置事業です。こちらは新規の新しい事業として考えているもので

ございます。朗読します。介護保険制度外のサービスを必要とす

る方や見守りの必要な高齢者をサポートするために、事務局内に

コーディネーター１名を配置し、ご本人、公的機関、既存の地域

活動と有機的にコーディネートする仕組みを構築します。また、

支援活動を強化するために、生活課題に応じた研修や勉強会を実

施します。取り組み例でございます。①福祉業務に従事した経験

を有する者を１名採用し、コーディネーターとして事務局内に配

置する。②制度外のサービスを必要とする方を支援するためにコ
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ーディネーター、地域住民を対象に外部講師を招いて、２回程度

研修を実施する。また、先進地の取り組みを学ぶために視察研修

を実施する。③個別事例に対応するため、必要に応じて活動実践

者を召集し、支援の方策を共有し、課題を検討するための勉強会

を行う。実施期間でございます。平成２６年６月から平成２７年

３月を予定しております。必要経費につきましては、総額で２，

５００，０００円見積もっております。大部分につきましては、

ここで言いますコーディネーターの人件費に充てたいという計画

でございます。以上が提案理由２番目に該当します精華町から業

務委託を受ける予定の事業でございます。次に４ページが平成２

６年度一般会計の資金収支補正予算案でございます。提案理由に

掲げました残りの１番、３番と併せまして２番のことにつきまし

ても数値的にご説明を申し上げたいと思います。上段が一般会計

の収入となっております。まず大区分の５、受託金収入でござい

ます。中区分１の小区分８、地域包括ケア総合交付金収入としま

して、補正前の予算は０円、補正額が今ほど申し上げました２，

９１６，０００円見積もっております。それから大区分の１３、

会計単位間繰入金収入につきましては、いずれも職員の人事異動

によるものでございます。経常収入計（１）でございますが、補

正前の予算が２０７，３６５，０００円。補正額が３，０７６，

０００円。補正後の予算は２１０，４４１，０００円と見積もっ

ております。対しまして支出の部でございますが、大区分の１、

人件費支出につきましては、提案理由の中の１及び２が該当して

くるものでございます。主に中区分の２、３、４につきましては、

常勤職員の方でございますので、人事異動によるもの、それから

中区分の５、６、７は非常勤でございますので、こちらは今ほど

説明を申し上げましたコーディネーターの人件費に充てたいもの

でございます。それから大区分の３番、事業費支出でございます

が、こちらいずれも提案理由の２の精華町から委託を受けて行う

事業の経費として見積もったものとなっております。補正額は事

業費支出として６８６，０００円を見積もっております。経常支

出計（２）です。補正前の予算が１８５，４１０，０００円。補

正額が２，６３７，０００円。補正後の予算は１８８，０４７，

０００円になる見込みでございます。それから下から２段目でご

ざいます。前期末支払資金残高（１２）というところでございま

すが、こちらにつきましては提案理由の３番目に該当します監査

を受けましたので、前期末の支払資金残高が確定したことによっ

て前期末支払資金残高を補正したいものでございます。補正前の
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予算が１４６，００８，０００円。補正額が１２，０５３，００

０円ですので、補正後の額は１５８，０６１，０００円でござい

ます。最後は当期末の支払資金残高、平成２６年度末の予測を表

したものでございます。それから５ページ目以降につきましては、

各経理区分の内訳書となっております。５ページ目が法人運営経

理区分。６ページ目が生活福祉資金貸付事務受託経理区分。以下

各経理区分の内訳書となっておりますので、その総括表が今ほど

説明申し上げました４ページに集約されているという流れでござ

いますので、時間の関係上割愛させていただきまして、第４号議

案の提案に替えさえていただきたいと思います。どうか可決承認

賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。

議  長  はい、ありがとうございました。ただいま、平成２６年度一般会

計の補正予算の説明を受けましたが、これにつきまして質疑ござ

いませんでしょうか。質疑のある方については挙手にてお願いを

します。

      それでは質疑がないようですので、採決に移りたいと思います。

第４号議案について賛成の方は挙手をお願いします。

理  事  （全員挙手）

議  長  はい、ありがとうございます。全会一致で可決承認をします。続

きまして日程番号７、第５号議案、平成２６年度公益事業会計補

正予算（第１号）について、に入らせていただきます。事務局か

ら提案願います。

事務局長  はい、議長。第５号議案、平成２６年度公益事業会計補正予算（第

１号）について。定款第２９条に基づき平成２６年度公益事業会

計の補正予算について別紙のとおり提案します。提案理由といた

しましては、１、平成２６年４月に職員の採用並びに職員の人事

異動を行ったことに伴い、一部の経理区分において職員の人件費

に変更が生じたため。２、平成２５年度の会計監査が終了したこ

とに伴い、各経理区分の前期末支払資金残高を改めたいためのも

のでございます。平成２６年５月１９日提出。社会福祉法人精華

町社会福祉協議会会長、岩里周英。それでは、こちらも先ほどの

一般会計と同じ要領でございますが、２ページの総括表をご覧い

ただきたいと思います。今回公益事業会計につきましては、理由

が２つございまして、１番目の理由、職員の人事異動によるもの

でございますが、それがこの資金収支補正予算書で言います支出

の部でございますが、大区分の１番並びに５番につきましては職

員の採用及び人事異動によるものでございます。大区分の１、人

件費支出では、補正前の予算が全体で５１，０９８，０００円。
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補正額が５６１，０００円、補正後の予算が５１，６５９，００

０円になる見込みでございます。それから大区分の５番、会計単

位間繰入金支出でございますが、補正前の予算が２，３０２，０

００円、補正額１６０，０００円、補正後の予算が２，４６２，

０００円の見込みでございます。経常支出計につきましては、補

正前の予算額７１，６１８，０００円、補正額はプラスの７２１，

０００円で補正後の予算７２，３３９，０００円の見込みでござ

います。それから先ほどと同じように下から２段目のところをご

覧いただきたいと思いますが、会計監査に伴いまして前年度末の

資金残高が確定いたしましたので、それを反映させたいためのも

のでございます。下から２段目、前期末支払資金残高（１２）で

す。補正前の予算、２３，７３７，０００円、補正額はマイナス

の７６６，０００円、補正後の予算が２２，９７１，０００円で

ございます。一番下、当期末支払資金残高につきましては平成２

６年度末の収支の予測を表したものとなっております。それから

後ろにあります３ページ、４ページ、５ページにつきましては各

経理区分の内訳表ということでございますので、先ほどと同じく

全体、総括表であります２ページをもって第５号議案の説明並び

に提案に替えさせていただきたいと思っております。どうか可決

承認賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。

議  長  はい、ありがとうございました。それでは平成２６年度の公益事

業の会計の補正予算ついてでございますが、これについて質疑ご

ざいましたら挙手にてお願いをいたします。

      はい。質疑がないようですので採決に移りたいと思います。第５

号議案につきまして賛成の方は挙手をお願いいたします。

理  事  （全員挙手）

議  長  はい、ありがとうございました。全会一致で可決承認いたしまし

た。続きまして日程番号８、諸報告に入らせていただきます。事

務局から報告願います。

事務局長  はい、議長。失礼いたします。この理事会の場をお借りいたしま

して事務局から３点ほど役員の皆さま方にご報告を申し上げたい

ことがございます。本日テーブルの上にご用意させていただきま

したクリップ留めの資料等でございまして、一番上の資料の右上

には平成２６年度第１回理事会諸報告資料と書かれたものでござ

います。こちらの一番上の資料からの報告、ご説明でございます。

平成２６年度第３回京都地域福祉活動実践交流会の報告の写しで

ございます。皆さま方もご存知のとおり、４年ほど前に全国で開

催されております、いわゆる福祉活動実践者のサミットと呼ばれ
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るものが京都府において宇治市で開催されております。その４年

ほど前に成功裏に終わった宇治市のサミットを今度は京都府版サ

ミットとして京都府内で順番に回して、その活動をつなげていこ

うという取り組みが以降も続けられております。宇治市が全国サ

ミットでございますが、それが終わってから翌年度は京都府の綾

部市を中心として開催されまして、その次につきましては京都市

内で開催されておりまして、その順番につきましてはこの平成２

６年度は南部地域、山城南地区と呼ばれている旧相楽郡の地域で

開催していただきたいという通知がまいりました。そこでですね、

この資料にも書いてありますように、平成２６年度の第３回京都

地域福祉活動実践交流会を、実行委員会を立ち上げまして開催を

検討させていただいたところ、開催日が平成２６年１２月１３日

土曜日に決定いたしましたので、ご報告を申し上げます。時間に

つきましては午後ということのみでございまして、正確な時間に

つきましては分かり次第追ってお知らせをさせていただきたいと

思っておりますが、開催地がこの精華町内にあります、けいはん

なプラザということもございますので、地元ということもござい

ますので、ご都合のつく限り多数ご参加をいただければなと考え

ております。その実行委員会の内容でございますが、今現在山城

南地区社協の連絡協議会の吉田会長、出身は和束町でございます

が、吉田会長様を実行委員長といたしまして、各市町村社協から

２名ずつ実行委員を選出しております。精華町社協からは服部亜

紀子と私杉山が実行委員として参加させていただいておりますの

で、新たな情報の入手次第、役員の皆さま方にも情報提供をさせ

ていただきたいと思っております。２点目でございますが、カラ

ー刷りのチラシで、ふれあいまつりのお知らせでございます。平

成２６年度精華町第２２回ふれあいまつりのお知らせでございま

す。今年も５月２５日日曜日に、ここ精華町地域福祉センターか

しのき苑でふれあいまつりが開催されますので、役員の皆さま方

にご報告を申し上げます。内容につきましては一枚開いていただ

きまして、キッズコーナー以下、各種取り組みが表記されており

ますので、時間の関係上説明の方は省略させていただきたいと思

っておりますが、実行委員会形式で運営されておりまして、私共

精華町社会福祉協議会も実行委員会のメンバーに名を連ねており

まして岩里会長におかれましては、この実行委員会の副会長も務

めていただいているところでございます。今週末に迫っておりま

すが、日程の合う限り、役員の皆さま方にもご参加いただきたい

と思っております。それから３点目でございますが、一番下に添
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付させていただきました、障がい者や高齢者にやさしいお店の情

報誌ＤＯＮと書かれたパンフレットでございます。先ほど事業報

告の中でもご説明させていただきましたが、平成２５年度は、ま

ちの福祉サポート店という取り組みを６月から１０ヶ月間実施さ

せていただきまして、結果的に７８の事業所様からご登録並びに

ご協力をいただくことができました。継続して平成２６年度も実

施していく予定でございますが、いったん節目といたしまして年

度末時点でパンフレットを作成させていただきましたので、役員

の皆さま方にご報告をさせていただきたいと思います。なおこの

パンフレットにつきましては、６月を予定しておりますが、また

各所に配布させていただきたいと思っておりますので、併せてご

報告をさせていただきます。事務局からは以上となります。

議  長 はい、本日の案件は以上ですが、ただいま３点について事務局の

方から報告ございましたが、報告の関係で何かご質問なりご意見

ございますか。

      それでは以上をもちまして、理事会を終わらせていただきます。

ここで議長を降壇させていただきます。皆さまのご協力大変あり

がとうございました。

以上、本理事会の案件は全て終了したので、午後３時１０分散会した。

上記の決議を証するため、本議事録を作成し、議長及び議事録署名人におい

て次に記名押印する。

平成２６年５月１９日

     社会福祉法人精華町社会福祉協議会

平成２６年度第１回理事会において

議 長              印

署名人              印

署名人              印


